
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
君
が
代
」
「
日
の
丸
」
の
強

制
、
教
育
基
本
法
の
改
悪
、
新
学

習
指
導
要
綱
な
ど
、
教
育
現
場
か

ら
の
報
告
を
聞
き
な
が
ら
話
し
合

い
を
深
め
よ
う
と
、
去
る
二
月
十

一
日
、
中
野
あ
き
と
事
務
所
が
主

催
し
て
「
最
近
の
教
育
を
語
り
合

う
集
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は

「
教
育
基
本
法
の
『
見
直
し
』
」

の
審
議
が
す
す
め
ら
れ
、
最
終
答

申
が
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。 

 
い
ま
教
育
現
場
で
は
、
そ
れ
を

先
取
り
を
す
る
か
の
よ
う
に
「
日

本
人
と
し
て
の
自
覚
」
の
押
し
つ

け
、
「
愛
国
心
」
や
「
国
家
へ
の

奉
仕
」
を
重
視
す
る
復
古
的
な
道

徳
教
育
の
押
し
つ
け
が
行
な
わ
れ

て
い
る
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 
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こ
の
中
で
、
九
九
年
に
起
き
た

南
平
小
学
校
「
君
が
代
」
の
ピ
ア

ノ
伴
奏
強
制
問
題
の
、
そ
の
後
の

経
過
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
問
題
は
現
在
、
東
京
地
裁

で
係
争
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
自
身
の
信
条
を
理
由
に
伴
奏

を
断
っ
た
教
員
に
、
い
っ
そ
う
執

拗
な
伴
奏
の
強
要
が
行
な
わ
れ
て

い
る
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
参

加
者
を
驚
か
せ
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
学
校
現
場
で
の
実
態

に
対
し
て
参
加
者
か
ら
は
、
放
置

で
き
な
い
問
題
と
し
て
意
見
が
集

中
し
、
裁
判
の
傍
聴
や
、
市
教
育

委
員
会
や
学
校
長
へ
の
要
請
行
動

な
ど
、
取
り
組
み
を
強
め
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

☎ ５９１－７３７６ 
ａｋｉｔｏ.ｎ＠ｍ３.   
  ｄｉｏｎ.ｎｅ.ｊｐ 

教育はどうなっているのか 『語り合う集い』 開かれる 

     

 日野市教育委員会が「郷土愛や郷土意

識を高める」ことを目的に、『市制４０

周年記念メモリアルコンサート』を計画

しているようです。 

 学校教育部の「事業計画案」によれ

ば、今年の１１月に市民会館大ホールに

市内の幼稚園、小学校、中学校の児童の

代表を集め、各学校（園）の在校生は自

校の体育館に集まり、それぞれをインタ

ーネットでつなぎ『市歌』などの 大合

唱を行う、となっています。 

 この計画が、どこまで具体化している

かは不明ですが、市の記念行事に幼児、

児童、生徒を総動員することに、どんな

教育的意味があるかなど、市民の中で大

いに議論すべきではないでしょうか。 

 「郷土愛」や「郷土意識」は上から押

し付けて育てるものなのか。政府が「郷

土愛や国を愛する心」を教育基本法の理

念に書き加えようとする動きと合わせて

考えてみるべき問題です。 

 ほとんどの市民が知らないうちに、国民健康保険税の値上げが

昨年暮れの定例市議会で可決され、今年の４月から実施されよう

としています。市長による国保運営協議会への諮問から、市議会

への条例提案までわずか一か月。その対象は高齢者、小規模自営

業者、無職の人たちで、生活への影響ははかりしれません。 

 三月議会に向けて、多くの署名をお願いします。 

草の根から 

 

今
年
に
入
り
、
私
の
と
こ
ろ
へ

の
生
活
相
談
の
件
数
が
い
っ
そ
う

増
え
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
の
申

請
相
談
が
四
件
。
低
家
賃
住
宅
へ

の
入
居
な
ど
住
宅
相
談
が
六
件
。

そ
の
方
々
の
ほ
と
ん
ど
が
失
職
、

リ
ス
ト
ラ
で
す
。
▼
「
今
日
の
痛

み
に
耐
え
れ
ば
、
明
日
は
よ
く
な

る
」
と
言
い
放
ち
失
業
、
倒
産
の

増
大
を
「
改
革
が
進
ん
で
い
る
現

れ
」
と
い
っ
て
の
け
る
小
泉
首
相

に
と
っ
て
は
、
こ
の
「
苦
し
み
」

「
痛
み
」
は
、
「
改
革
の
成
果
」

と
し
か
映
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か

▼
「
娘
は
い
ま
大
学
四
年
生
で
、

授
業
料
が
年
一
四
〇
万
か
か
り
ま

す
」
「
本
人
は
、
や
め
て
も
い
い

よ
、
と
い
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
本

当
に
辛
い
で
す
」
「
お
父
さ
ん
は

毎
日
ぐ
ち
ば
か
り
で
喧
嘩
が
絶
え

ま
せ
ん
」
。
失
業
は
本
人
だ
け
で

は
な
く
、
家
族
の
人
生
設
計
も
狂

わ
せ
ま
す
▼
「
痛
み
」
の
一
言
で

か
た
づ
け
ら
れ
て
は
た
ま
り
ま
せ

ん
。
庶
民
の
苦
労
を
「
成
果
」
と

い
っ
て
は
ば
か
ら
な
い
小
泉
内
閣

に
は
、
も
は
や
退
陣
し
て
も
ら
う

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
中
野
事
務
所
で
は
、
毎
月
一
回 

 

相
談
日
を
も
う
け
、
私
が
直
接 

 

お
話
を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
以
外
の
日
で
も
、
お
問
い 

 

合
わ
せ
下
さ
い
。 

 
 
 

 

３月の相談日は８日（土）です。（午後２～５時） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短 

信 
 

「
国
保
は
す
で
に
三
割
負
担
、

健
保
も
三
割
に
し
て
何
が
悪
い
」

小
泉
首
相
の
お
う
む
返
し
の
言
い

分
で
す
。 

三
割
負
担
の
国
保
で

は
、
病
気
が
重
症
化
し
た
割
合
を

示
す
高
額
療
養
費
件
数
が
、
現
在

二
割
負
担
の
健
保
本
人
に
比
べ
五

倍
以
上
。 

三
割
負
担
が
深
刻
な
重

症
化
を
招
き
、
逆
に
健
保
財
政
の

危
機
を
促
進
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
ど
ん
な
に
道
理
を
つ
く
し

て
も
、
こ
の
人
に
は
庶
民
の
痛
み

は
通
じ
ま
せ
ん
。
で
も
、
首
相
が

い
く
ら
国
民
の
声
を
無
視
し
よ
う

と
「
医
療
費
三
割
負
担
反
対
」
の

声
は
抑
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
ハ
ン
ガ
リ
ー
８２
％
、 

日
本
７８ 

％
、
フ
ラ
ン
ス
７６
％
。
世
論
調
査

に
み
る
イ
ラ
ク
戦
争
反
対
の
国
民

の
声
の
高
さ
で
す
。
一
方
、
ア
メ

リ
カ
追
随
で
国
民
世
論
と
乖
離
し

た
小
泉
内
閣
の
、
国
際
舞
台
で
の

影
の
薄
さ
が
際
立
ち
ま
す
▽
昨
年

一
年
間
、
市
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た

市
民
の
請
願
は
六
万
五
千
人
分
。

日
野
市
の
有
権
者
数
の
半
数
を
超

え
ま
す
。
し
か
し
市
議
会
与
党
は

こ
の
署
名
数
の
大
部
分
を
し
め
る

請
願
を
不
採
択
。
「
市
政
を
転
換

し
な
く
て
は
」
の
声
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
三
月
市
議
会
は
も
う
す

ぐ
、
一
人
で
も
多
く
の
傍
聴
を
。 

 

馬
場
市
長
は
二
月
十
二

日
、
市
議
会
各
会
派
に
対

し
て
、
三
月
市
議
会
へ
提

案
す
る
来
年
度
予
算
案
の

概
要
を
説
明
。
こ
の
中
で

高
齢
者
へ
の
理
美
容
券
や

健
康
管
理
手
当
を
、
さ
ら

に
大
幅
に
カ
ッ
ト
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

 

こ
れ
ら
の
制
度
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
二
〇
〇
〇

年
度
に
大
幅
に
削
減
さ
れ

て
い
て
、
理
美
容
券
は
年

間
六
枚
か
ら
三
枚
に
、
健

康
管
理
手
当
は 
一
二
、

〇
〇
〇
円
か
ら
八
、
〇
〇

〇
円
に
切
り
下
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

 また高齢者福祉の切り捨てが 

 

市
長
が
説
明
し
た
新
年

度
予
算
案
で
は
、
さ
ら
に

理
美
容
券
対
象
者
に
所
得

制
限
を
つ
け
、
対
象
者
全

体
の
三
分
の
二
に
あ
た
る

一
二
、
六
〇
〇
人
か
ら
理

美
容
券
を
と
り
上
げ
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

健
康
管
理
手
当
て
も
、

さ
ら
に
切
り
下
げ
五
、
〇

〇
〇
円
と
し
ま
す
。 

 

二
つ
の
福
祉
施
策
の
切

り
下
げ
で
、
約
一
億
円
の

予
算
カ
ッ
ト
と
な
り
ま

す
。 

 

児
童
館
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
が
で
き
る
体
育
室
や
図
書
室
、

調
理
室
、
バ
ン
ド
練
習
が
可
能
な

音
楽
室
が
設
置
さ
れ
る
計
画
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

完
成
す
れ
ば
、
南
平
で
は
初
め

て
の
児
童
館
と
な
り
ま
す
。 

 

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
に
火
災
に

よ
り
焼
失
し
た
南
平
西
部
地
区
セ

ン
タ
ー
が
、
二
〇
〇
四
年
度
末
完

成
の
予
定
で
、
児
童
館
を
併
設
し

た
複
合
施
設
と
し
て
再
建
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
計
画
は
二
月
四
日
、
地
区

セ
ン
タ
ー
を
管
理
し
て
い
た
五
つ

の
自
治
会
へ
の
説
明
会
で
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。 

 

同
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
南
平
駅

か
ら
至
近
の
距
離
に
あ
り
、
利
用

件
数
は
市
内
で
も
有
数
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
早
期
の
再
建
が
望
ま

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

中
学
生
や
高
校
生
の
利
用
も 

 市は施設建設に当たって、用地確保のため隣接

している高齢者農園を廃止し、建設費の確保を理

由に学童クラブの建物を取り壊し跡地を売却する

予定を明らかにしまし。※(注) 

 農園利用者の理解は得られているのか。また、

保育所待機児が３００人を越える実態や、満杯の

学童クラブの現状がある中で、市有地の売却や建

物の取り壊しを拙速にすすめるのではなく、有効

活用の声も上がっています。 

 同時に、計画の検討に当たっては、自治会はも

とより、近隣の方々、施設利用者など、広く意見

を求める必要があります。児童館については、利

用当事者の子どもたちからの声も聞く必要があり

ます。 

  同地区センターには隣接して「たんぽぽ学

童クラブ」がありましたが、現在は廃止され

建物だけは残されています。市は、同一通学

地域であることを理由に、浅川対岸の２小に

隣接して建設中の学童クラブに編入するとし

ています。 

広く意見を求めて計画の立案を 


